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問題１   
燃料電池を主題として取り上げながら、以下のような化学に関する基礎的な知識と理解

度を問うた。  
(1) 電池の正極と負極で起きる反応についての知識と物質量と電気量の関係の理解（フ  ァ
ラデーの法則）と計算能力。  
(2) 反応速度に関する知識と理解度。  
(3) 熱化学方程式に関する理解度と計算能力。  
(4) 理想気体の状態方程式に関する計算能力。  
 
 

問題２   
無機物質の化学的性質、水溶液中での化学平衡、および化学的性質と量的関係に関する

内容について，以下の点に関する理解度を問うた。  
(1) 二酸化硫黄および硫酸に関する基礎的な知識。  
(2) 二酸化硫黄の化学的性質と反応性。  
(3) 硫化水素および硫化銅（Ⅱ）の水溶液中での化学平衡。  
(4) 二酸化硫黄と硫酸の化学的性質と量的関係。  
(5) 希硫酸の化学的性質と量的関係。  
 
 

問題３   
構造が未知のエステルを題材として，その化学反応から分子構造を導く能力および基礎

的な反応性に関する知識を身に着けているかを問うた。また，エステル化反応の性質に関

する基礎的な知識についても問うた。  
 
 

 



 
 

問題４   
ポリビニルアルコールはよく知られた高分子の中では，モノマーからポリマー，繊維，

フィルムと作製する各段階に含まれている要素（モノマーの合成，付加重合，側鎖エステ

ル結合のけん化，繊維のアセタール化等）が多い高分子であると言える。そのため，高分

子の一次構造に関する知識を問う問題をコンパクトに集約できる対象物であり，これを選

んで，それらに関する知識を問うた。重合度の計算とけん化度から繰り返し単位の組成を

計算からも高分子の分子構造の理解度を試した。また，フィルムの密度変化が結晶領域と

非結晶領域の二相構造からなること関係していることを理解しているか試した。  
 

 


















